
「
沢
山
の
人
の 

沢
山
の
幸
せ
を
見
た
い
か
ら

　
　
今
ま
で
も 

そ
し
て 

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」
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令
和
5
年 

第
4
回

9
月
市
議
会
定
例
会

令
和
5
年
9
月
4
日
〜

　
　

9
月
28
日
ま
で
の
25
日
間

　

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議

案
は
、予
算
議
案
３
件
、条
例
等

の
一
般
議
案
２１
件
で
す
。 

　

予
算
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
般
会
計
に
お
い
て
、川
口
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
に

伴
う
執
務
室
移
転
業
務
費
等
に

係
る
２０
億
７
９
３
６
万
円
の
補

正
、ま
た
特
別
会
計
で
は
、介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
を
は
じ
め

２
会
計
に
お
い
て
、８
５
２
８
万

２
千
円
の
補
正
。

　
一般
議
案
は
、「
川
口
市
災
害
派

遣
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」な

ど
、条
例
議
案
７
件
、契
約
議
案

４
件
、訴
え
の
提
起
議
案
１
件
、

市
道
路
線
の
認
定
議
案
２
件
、

施
政
方
針

市
政
に
関
す
る
報
告

災
害
に
強
い
安
全・安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

　

関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、阪

神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大

震
災
な
ど
の
ほ
か
、近
年
台
風

等
に
よ
り
、記
録
的
な
大
雨
や

局
地
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
る

水
害
が
日
本
各
地
で
発
生
し
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
対
し
て
、日
頃
の
備
え

が
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
か

ら
、全
て
の
小
中
学
校
施
設
の

耐
震
化
を
は
じ
め
、防
災
井
戸

や
防
災
公
園
の
整
備
、下
水
道

や
公
園
等
の
地
下
を
利
用
し
た

雨
水
貯
留
施
設
や
調
節
池
の
整

備
、国・県
と
連
携
し
た
治
水
対

策
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
る
と

と
も
に
、実
災
害
を
踏
ま
え
た

指
定
緊
急
避
難
場
所
の
見
直
し

や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
な

ど
、災
害
に
備
え
防
災
機
能
を

強
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、将
来
高
い

確
率
で
発
生
す
る
と
さ
れ
る
首

都
直
下
地
震
や
、地
球
温
暖
化

の
影
響
等
に
よ
り
頻
発
化
・
甚

大
化
が
進
む
水
害
の
脅
威
に
対

し
、更
な
る
防
災
対
策
の
強
化

を
図
る
た
め
、策
定
か
ら
１０
年

が
経
過
す
る「
川
口
市
地
域
防

災
計
画
」を
全
面
改
定
し
ま
す
。 

中
核
市
へ
の
移
行
や
災
害
対
策

本
部
の
拠
点
と
な
る
第
一
本
庁

舎
の
完
成
な
ど
の
状
況
の
変
化

を
踏
ま
え
、新
た
な
被
害
想
定

の
も
と
大
規
模
災
害
時
の
迅
速

か
つ
的
確
な
対
応
と
、行
政
機

能
の
継
続
性
も
確
保
す
る
実
践

的
な
計
画
と
し
ま
す
。 

決
算
認
定
議
案
４
件
、人
事
議

案
３
件
で
、全
て
原
案
と
お
り
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

う
だ
が
わ
よ
し
ひ
で

市
議
会
ニ
ュ
ー
ス

う
だ
が
わ
よ
し
ひ
で

う
だ
が
わ
よ
し
ひ
で

宇
田
川
好
秀

vol.119
2023年10月

討議資料



うだ が わ よし ひ で（ 宇 田 川 好 秀 ）市 議 会 ニュ ー ス うだ が わ よし ひ で（ 宇 田 川 好 秀 ）市 議 会 ニュ ー ス

3

川
口
市
市
産
品
フ
ェ
ア

２
０
２
３
に
つ
い
て

　

本
市
の
高
い
技
術
と
伝
統
を

誇
る
市
産
品
の
知
名
度
向
上
や

販
路
拡
大
と
、地
産
地
消
を
機

軸
と
し
た
市
内
経
済
の
好
循
環

に
よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
り
た
い
と
の
思
い
か
ら
始
め

た
市
産
品
フ
ェ
ア
も
今
年
で

９
回
目
を
迎
え
、本
市
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
ま
し
た
。 

　

今
年
度
は
、こ
れ
ま
で
で
最

多
と
な
る
１
５
０
の
企
業
・
団

体
が
１
９
５
ブ
ー
ス
の
出
展
を

見
込
み
ま
す
。

　

会
場
を
オ
ー
ト
レ
ー
ス
場
に

変
更
（
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
の

N
H
K
整
備
が
始
ま
っ
た
こ
と

か
ら
）１０
月
２７
日
か
ら
３
日
間

開
催
し
、更
な
る
商
談
の
促
進

を
図
る
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、職
員
が
建
設
や
製
造
に
係

わ
る
市
外
の
産
業
団
体
に
直
接

訪
問
す
る
招
致
活
動
な
ど
を

行
い
ま
す
。今
後
も
、優
れ
た

技
術
や
製
品
を
市
内
外
へ
向
け

Ｐ
Ｒ
し
、市
内
中
小
企
業
の
売

り
上
げ
の
向
上
、販
路
拡
大
の

一
助
と
な
る
よ
う
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。

※

こ
こ
ま
で
の
内
容
は
市
長
の
所
信
と
報
告
を

　
抜
粋
。加
筆
し
て
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

現況の石神西立野特定区画整理事業６号遊水池建設現場

現況の石神西立野特定区画整理事業６号遊水池建設現場

長引く物価高騰を踏まえて、市内の住宅改修事業者の需要の更なる喚起に
向けて、予算の増額を行うもの。

①制 度 の 概 要
市内に存する個人住宅（分譲マンションにおいては個人の専有部分）の改修工事に対し、その費用の
一部を助成するもの。市内に本社を有する施工業者が行う、20万円(消費税を含む）以上の居住環境
向上のための改修工事を対象とし、助成金額は改修工事費の100分の5、10万円を限度とする。
②追加の助成額   15,000千円
③追加の申請件数　200件（想定）
④当初予算に係る受付期間、申請件数及び交付決定額
（1）受 付 期 間　第1回　令和5年4月14日（金）から令和5年8月3日（木）まで
　　　　　　　　　　　　※令和5年5月30日（火）第1回の受付終了
　　　　　　　　第2回　令和5年8月4日（金）から令和6年1月31日（水）まで
（2）申 請 件 数　329件（令和5年7月25日現在）
（3）交付決定額　24,746千円（令和5年7月25日現在）

①制定の内容
（1）第1章を総則とし、児童福祉法に定める児童の権利に即し、全ての子どもに対して地域における適切

な養育環境が等しく確保されることを旨として、その充実が図られなければならないこととする
基本理念を定めるほか、子ども・子育て支援に関する市等の責務等を明らかにするもの。

（2）第２章を子ども・子育て支援に関する基本事項とし、妊娠、出産、その後の子育てにおける様々な状
況に応じた必要な支援を切れ目なく行うことなどを定めるもの。

（3）第３章を施策の推進等とし、市がこども基本法に規定するこども施策に関する計画を策定する際に
は、子ども・子育て支援に関する施策と一体として推進されるように作成するものとすること、市が
子どもや保護者等からの相談に応じる体制を整備することなどを定めるもの。

（4）第４章を雑則とし、その他必要な事項を定めるもの。
②施工期日　令和6年4月1日

川 口 市 住 宅 改 修 資 金 助 成 金 に つ い て

川口市子どもの健やかな成長のための支援に関する条例制定について

内 容

全ての子どもが健やかに成長できるまちを実現するための基本理念や、子ども・
子育て支援を総合的に実施するための基本となる事項等を条例で制定するもの。

内 容

　

土
地
区
画
整
理
事
業
は
、施

行
地
区
内
の
地
権
者
が
土
地
を

出
し
合
い
、道
路
、公
園
、調
整

池
な
ど
の
公
共
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、新
た
な
市
街

地
の
形
成
を
図
る
有
効
な
ま
ち

づ
く
り
の
事
業
手
法
で
す
。 

　
一
方
、地
権
者
と
の
交
渉
な
ど

に
多
大
な
時
間
を
要
す
る
こ
と

に
加
え
、道
路
の
拡
幅
や
調
整

池
整
備
の
た
め
の
用
地
確
保
が

部
分
的
に
な
る
な
ど
、整
備
が

長
期
間
進
ま
な
い
状
況
が
続
い

て
お
り
、大
雨
の
際
に
道
路
の

一部
が
冠
水
し
通
行
止
め
に
な
り

ま
し
た
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら

事
業
用
地
が
す
べ
て
確
保
で
き

て
か
ら
公
共
施
設
の
整
備
を
進

め
る
の
で
は
な
く
、一
部
で
も
用

地
の
確
保
が
で
き
れ
ば
適
宜
整

備
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て

2

　

今
年
度
は
、台
風
第
２
号
に

よ
り
冠
水
し
た
石
神
西
立
野
特

定
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
内

の
県
道
吉
場
安
行
東
京
線
の
冠

水
対
策
と
し
て
、一
部
確
保
で
き

て
い
る
用
地
に
調
整
池
を
先
行

し
て
整
備
し
ま
す
。こ
う
し
た

部
分
的
な
整
備
が
連
鎖
的
に

結
び
つ
き
、結
果
的
に
は
事
業

の
早
期
完
了
に
繋
が
る
こ
と

か
ら
、地
域
の
状
況
に
応
じ
た

整
備
を
し
て
い
き
ま
す
。
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部
で
も
用

地
の
確
保
が
で
き
れ
ば
適
宜
整

備
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

都
市
基
盤
整
備
に
つ
い
て

2

　

今
年
度
は
、台
風
第
２
号
に

よ
り
冠
水
し
た
石
神
西
立
野
特

定
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
内

の
県
道
吉
場
安
行
東
京
線
の
冠

水
対
策
と
し
て
、一
部
確
保
で
き

て
い
る
用
地
に
調
整
池
を
先
行

し
て
整
備
し
ま
す
。こ
う
し
た

部
分
的
な
整
備
が
連
鎖
的
に

結
び
つ
き
、結
果
的
に
は
事
業

の
早
期
完
了
に
繋
が
る
こ
と

か
ら
、地
域
の
状
況
に
応
じ
た

整
備
を
し
て
い
き
ま
す
。



「
沢
山
の
人
の 

沢
山
の
幸
せ
を
見
た
い
か
ら

　
　
今
ま
で
も 

そ
し
て 

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
」
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キ　

リ　

ト　

リ

令
和
5
年 

第
4
回

9
月
市
議
会
定
例
会

令
和
5
年
9
月
4
日
〜

　
　

9
月
28
日
ま
で
の
25
日
間

　

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議

案
は
、予
算
議
案
３
件
、条
例
等

の
一
般
議
案
２１
件
で
す
。 

　

予
算
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
般
会
計
に
お
い
て
、川
口
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
に

伴
う
執
務
室
移
転
業
務
費
等
に

係
る
２０
億
７
９
３
６
万
円
の
補

正
、ま
た
特
別
会
計
で
は
、介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
を
は
じ
め

２
会
計
に
お
い
て
、８
５
２
８
万

２
千
円
の
補
正
。

　
一般
議
案
は
、「
川
口
市
災
害
派

遣
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」な

ど
、条
例
議
案
７
件
、契
約
議
案

４
件
、訴
え
の
提
起
議
案
１
件
、

市
道
路
線
の
認
定
議
案
２
件
、

施
政
方
針

市
政
に
関
す
る
報
告

災
害
に
強
い
安
全・安
心
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

　

関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年

と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
、阪

神
・
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大

震
災
な
ど
の
ほ
か
、近
年
台
風

等
に
よ
り
、記
録
的
な
大
雨
や

局
地
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
る

水
害
が
日
本
各
地
で
発
生
し
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
対
し
て
、日
頃
の
備
え

が
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
か

ら
、全
て
の
小
中
学
校
施
設
の

耐
震
化
を
は
じ
め
、防
災
井
戸

や
防
災
公
園
の
整
備
、下
水
道

や
公
園
等
の
地
下
を
利
用
し
た

雨
水
貯
留
施
設
や
調
節
池
の
整

備
、国・県
と
連
携
し
た
治
水
対

策
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
る
と

と
も
に
、実
災
害
を
踏
ま
え
た

指
定
緊
急
避
難
場
所
の
見
直
し

や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
な

ど
、災
害
に
備
え
防
災
機
能
を

強
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、将
来
高
い

確
率
で
発
生
す
る
と
さ
れ
る
首

都
直
下
地
震
や
、地
球
温
暖
化

の
影
響
等
に
よ
り
頻
発
化
・
甚

大
化
が
進
む
水
害
の
脅
威
に
対

し
、更
な
る
防
災
対
策
の
強
化

を
図
る
た
め
、策
定
か
ら
１０
年

が
経
過
す
る「
川
口
市
地
域
防

災
計
画
」を
全
面
改
定
し
ま
す
。 

中
核
市
へ
の
移
行
や
災
害
対
策

本
部
の
拠
点
と
な
る
第
一
本
庁

舎
の
完
成
な
ど
の
状
況
の
変
化

を
踏
ま
え
、新
た
な
被
害
想
定

の
も
と
大
規
模
災
害
時
の
迅
速

か
つ
的
確
な
対
応
と
、行
政
機

能
の
継
続
性
も
確
保
す
る
実
践

的
な
計
画
と
し
ま
す
。 

決
算
認
定
議
案
４
件
、人
事
議

案
３
件
で
、全
て
原
案
と
お
り
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

う
だ
が
わ
よ
し
ひ
で

市
議
会
ニ
ュ
ー
ス

う
だ
が
わ
よ
し
ひ
で

う
だ
が
わ
よ
し
ひ
で

宇
田
川
好
秀
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